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感染再拡大防止に向けて

基本的な感染対策の徹底をお願いします！

全国で「まん延防止等重点措置」が解除されましたが、依然として新規感染者数の高止まりの状況が続く中、

進学・就職などで人々の移動や会食の機会が多くなり、感染の拡大も懸念されます。

国民の皆様におかれては、暮らしと健康を守るため、引き続き、基本的な感染対策の徹底をお願いします。

○ ワクチンを接種した方も含め、マスクの着用など基本的な感染対策を徹底しま

しょう。特に子どもや高齢者への感染を防止するため、家庭内でも定期的に換気、

こまめな手洗いなどを実践し、同居する高齢者や基礎疾患のある方と会話をする

際には、マスクの活用などを考えましょう。

○ 外出する場合は、基本的な感染対策を徹底し、混雑を避け、時期を分散するな

ど、「うつさない」「うつらない」行動を心掛けましょう。また、卒業式・入学

式・入社式・研修などの際には、懇親の場も含め、感染防止対策を徹底してくだ

さい。

○ 飲食時は感染リスクが高まります。外食は、都道府県の認証店など感染対策を

講じたお店をご利用いただき、会話をする際はマスクを着用するなど、友人など

親しい間柄であっても感染対策を徹底しましょう。

○ 発症や重症化を防ぐ効果を持続させるためにワクチンの３回目接種を早めにお

願いします。１・２回目のワクチンを接種されていない方も積極的にご検討くだ

さい。また、５歳から11歳の子どもへのワクチン接種については、政府や自治体

から発信される正しい情報をもとにご検討ください。

○ 発熱・咳など少しでも体調が悪い場合は、外出・移動を控え、医療機関に電話

した上で、すぐに受診しましょう。

令和4年3月23日
全 国 知 事 会

この誌面は、4月末に作成しています。今日現在、大分県では４００人近い新規感染者が報告されています。

新規感染者が高止まりのなか、下記のお願い文書は、３月に全国知事会から発信され、

第15回（令和４年４月８日）新型コロナウイルス感染症対策分科会で参考資料９として示された文書です。

ちょっと緩みかけた気持ちを引き締める意味で再確認してみてください。よろしくお願いします。

第15回（令和4年4月8日）
新型コロナウイルス感染症対策分科会

参考資料9
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姉ちゃんやから
上手いよ！（笑）

きれいやなあ！
上手いわ・・・

姉妹の入居者様

新しい入居者様も参加された

壁画の作成！

細かい作業も多く、大変です。

皆さん、集中しています。

指先を使う細かな動きは、

脳の活性化に効果がある！

とされているそうです！

仲良し
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学習療法

簡単な読み書き、計算、

そしてコミュニケーションが

大脳の前頭前野を活性化！

脳機能の維持・改善に効果！

学習中の入居者様

手話で感謝の意を表現！

❶

❷

❸

❹

❺

❻

ご家族への感謝の意を手話で

表現した入居者様！

手話に少し詳しい職員に

確認したところ、❶～❹の手話で

「ありがとう！き●こ」 だそうです。

ちなみに、❺は犬、❻はピースです。

（抜けている写真があるかも知れません。）

10名の入居者様が実践中！

５月1日現在
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4月の
誕生日会

お め で と う ご ざ い ま す

4月生まれの入居者様は、2名様でしたが、

お一人様のみの出席になりました。

お一人でちょっと恐縮されていましたが、多くの

入居者様からの祝福に笑顔が絶えませんでした。

おめでとうございます。

お知らせ

連絡シート同封しています!
面会制限の継続で、入居者様・ご家族様には

ご心配・ご迷惑をおかけしています。

今回２月～５月までの間に撮影した入居者様の写真を

連絡シートにして同封させて頂きます。

５月より居室の担当者も変わりましたので、

シート右上に氏名を入れています。

ご確認ください。

最近は５月になっても、鯉のぼりが泳いでいる

風景を見ることが少なくなった気がします。

田舎で、武者絵のぼり・吹き流し・鯉のぼりが

上がっているのを見て、とても

懐かしく、見入ってしまいました。

男の子が生まれたんだな。

初の節句なんだな。と思った

私は、昭和人？？？

アメリカのアンナという女性が敬愛する母親の葬儀で、母親が

好きだったカーネーションを追悼のために教会の祭壇に飾った

ことが始まりだそうです。母が亡くなっていれば白、健在であれ

ば赤いカーネーションを贈るとされています。

5月第2
日曜日

ありがとう！


